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令 和 7 年 度 決 算 に つ い て  
学校法人駒澤大学の令和 7年度決算は、監事および監査法人の監査を経て、令和 8年 6

月 17 日開催の理事会において原案が承認されました。その後の評議員への決算書提供後、
6月 25 日開催の定時評議員会において報告がなされました。 
 
①貸借対照表について 
【資産の部】 

有形固定資産は、駒澤大学において 8 号館解体による建物の減少及び当期の減価償却に

よる建物、構築物、教育研究用機器備品の減少があるものの、図書の増加及び新教場棟

（仮称）建設事業に係る建設仮勘定の計上により 3 億 7,037 万円増加しました。 
特定資産は、本部会計において新教場棟（仮称）建設事業ならびに新研究棟（仮称）建

設事業に係る第２号基本金引当特定資産に各 5 億円の計 10 億円、減価償却引当特定資産

に 8 億円の繰入支出等により、 16 億 9,391 万円増加しました。その他の固定資産は、本

部において有価証券売却収入 1,000 万円等により 1,632 万円減少しました。 
流動資産は、現金預金の増加等に伴い 8,434 万円増加しました。 
その結果、前年度より 21 億 3,230 万円増加し、資産総額は 1,064 億 626万円となりま

した。 
 
【負債の部】 

固定負債は、借入金を約定どおり返済した長期借入金の減少により 1 億 6,600 万円減少

しました。流動負債は、令和 7 年度から賞与引当金を計上したことにより 8 億 1,884 万円

増加しました。 
その結果、前年度より 6 億 5,283 万円増加し、負債総額は 179億 4,091 万円となりまし

た。 
 
【純資産の部】 

基本金総額は前年度より 6 億 5,329 万円増加し、 1,010 億 218万円となりました。翌年

度繰越収支差額は、前年度より 8 億 2,617 万円増加し、 125億 3,683 万円の支出超過とな

りました。 
その結果、純資産は前年度より 14 億 7,946 万円増加し、 884億 6,534 万円となりまし

た。 
 
②事業活動収支について 
【経常収支】 

教育活動収支は、本業である教育研究活動を行うための収入・支出です。学生生徒等納

付金や経常費等補助金などの教育活動収入計から、人件費、教育研究経費、管理経費など

の教育活動支出計を差し引いた教育活動収支差額は、 17 億 2,953 万円の収入超過となり

ました。なお、この支出のうち 18 億 4,276 万円は減価償却額によるものです。 
 教育活動外収支は、受取利息・配当金や借入金等利息のように財務的な活動に伴う収

入・支出です。受取利息・配当金等による教育活動外収入計から、借入金等利息等による

教育活動外支出計を差し引いた教育活動外収支差額は、 1 億 7,927 万円の収入超過となり

ました。 
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 以上により、経常的な収支を示す経常収支差額は、教育活動収支差額と教育活動外収支

差額の計で、 19 億 881万円の収入超過となりました。 
 
【特別収支】 
 特別収支は、施設設備に関する寄付金・補助金や資産売却・資産処分等の臨時的な収

入・支出です。有価証券の償還等による資産売却差額や施設設備に関する寄付金・補助金

などの特別収入計から、資産処分差額、賞与引当金特別繰入額などの特別支出計を差し引

いた特別収支差額は、 4 億 2,934 万円の支出超過となりました。 
 
【収支差額】 

経常収支差額と特別収支差額の合計額である基本金組入前当年度収支差額は 14 億

7,946 万円の収入超過となり、ここから基本金組入額 10 億円を差し引くと、令和 7 年度

の当年度収支差額は 4 億 7,946 万円の収入超過となりました。当年度収支差額（収入超過）

と前年度繰越収支差額（支出超過）の合計額に基本金取崩額を加えた翌年度繰越収支差額

は、 125億 3,683 万円の支出超過となりました。 
 なお、教育活動収支、教育活動外収支、特別収支の事業活動収入の部を合計した事業活

動収入計は 235億 1,131 万円、事業活動支出の部を合計した事業活動支出計は 220億

3,184 万円となりました。 
 
③資金収支について 
【収入の部】 
 前年度繰越支払資金を除いた当年度収入は 276億 8,077 万円となりました。主な項目は

学生生徒等納付金収入 167億 6,479 万円、入学検定料などの手数料収入 10 億 615万円、

教育後援会・同窓会等の後援団体や（株）ＫＵサポート、企業・個人等からの教育研究活

動への寄付等による寄付金収入 2 億 6,010 万円、国や地方公共団体からの補助金収入 40
億 1,369 万円、本部における国際交流事業、キャリアセンター講座等の受講料及び苫小牧

高校における生徒寮の寮費収入等の付随事業・収益事業収入 4 億 4,082 万円、定期預金を

はじめとする預貯金利息及び各種特定資産として保有する有価証券の運用による受取利

息・配当金収入 1 億 6,548 万円、私学退職金財団等交付金などの雑収入 5 億 2,920 万円、

授業料・入学金等の前受金収入 56 億 5,050 万円、各種引当特定資産取崩等のその他の収

入 48 億 3,812 万円等です。これらに資金収入調整勘定、前年度繰越支払資金等を加えた

収入の部合計は、 383億 3,568 万円となりました。 
 
【支出の部】 
 翌年度繰越支払資金を除いた当年度支出は 275億 3,611 万円となりました。主な項目は

人件費支出 105億 3,378 万円、教育活動・研究活動・学生生活支援などの教育研究経費支

出 78 億 1,097 万円、教育・研究を間接的に支援する管理経費支出 10 億 4,803 万円、日

本私立学校振興・共済事業団等への借入金等返済支出 1 億 5,488 万円、駒澤大学本館及び

大学会館 246空調設備更新工事、記念講堂照明 LED 化工事等に係る施設関係支出 19 億

1,903 万円、駒澤大学 3 号館 PC 教場機器更新、実験実習器具費購入に係る機器備品支出、

教育関係図書支出等の設備関係支出 3 億 3,689 万円、各種引当特定資産への繰入等の資産

運用支出 58 億円等です。これらに資金支出調整勘定、翌年度繰越支払資金等を加えた支

出の部合計は、 383億 3,568 万円となりました。 
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④活動区分資金収支について 
【教育活動による資金収支】 
 教育活動による資金収支は、支払資金の流れの面から、本業の教育研究活動の収支状況

を表しています。学生生徒等納付金収入、手数料収入のほか、施設整備以外の特別寄付金

収入や経常費等補助金収入などの教育活動資金収入計 229億 6,826 万円から、人件費支出、

教育研究経費支出、管理経費支出などの教育活動資金支出計 193億 8,736 万円を差し引い

て、前年度及び翌年度以降に出入金される調整勘定等 1 億 3,729 万円を加えた教育活動資

金収支差額は、 37 億 1,818 万円のプラスとなりました。 
 
【施設整備等活動による資金収支】 
 施設整備等活動による資金収支は、施設設備の取得・売却等の活動に関する収支状況を

表しています。施設設備寄付金や施設設備補助金、特定資産取崩収入などの施設整備等活

動資金収入計 39 億 4,373 万円から、施設関係支出や設備関係支出、駒澤大学新教場棟

（仮称）建設事業及び新研究棟（仮称）建設事業に充当する第 2 号基本金引当特定資産繰

入支出などの施設整備等活動資金支出計 75 億 5,593 万円を差し引いて、前年度及び翌年

度以降に出入金される調整勘定等 1,300 万円を引いた施設整備等活動資金収支差額は、

36 億 2,520 万円のマイナスとなりました。 
 
【その他の活動による資金収支】 

その他の活動による資金収支は、借入金の収支、資金運用の状況等の財務活動、預り金

等の受払い等の経過的な活動に関する収支状況を表しています。借入金等収入、退職給与

引当特定資産等の有価証券償還に伴う取崩収入、受取利息・配当金収入など、その他の活

動資金収入計 7 億 2,467 万円から、借入金等返済支出、退職給与引当特定資産繰入支出な

ど、その他の活動資金支出計 6 億 7,532 万円を差し引いて、前年度及び翌年度以降に出入

金される調整勘定等 232万円を足したその他の活動資金収支差額は、 5,168 万円のプラス

となりました。 
 

教育活動による資金収支差額、施設整備等活動による資金収支差額、その他の活動によ

る資金収支差額の収支差額を合計した結果、支払資金は前年度より 1 億 4,466 万円増加し、

翌年度繰越支払資金は 107億 9,956 万円となりました。 
 


